
 
愛知県キャンプ協会 平成 28年度事業報告 

 
１．平成 28年度総会 

期日：平成 28年 5月 14日（土） 出席者 30人，委任状 39人 ※平成 28年 5月 14日現在正会員 81人 

会場：熱田神宮文化殿講堂 

議案：平成 27年度事業報告及び会計報告，平成 28年度事業計画及び予算案 

   ※議案について全て承認 
 

２．普及推進事業  

①ユニバーサルキャンプフェスタ 2016  ※日本キャンプ協会 BUC事業 

開催期日：10月 9日（日）  会場：愛知県美浜少年自然の家   定員：200人 

    参 加 者：100人（30グループ）  参加申込み者 142人（39グループ） 

  運営協力：愛知県内キャンプ指導者団体等 9団体 42人 
愛知キャンプカウンセラー協会（ACCA），TYN，緑砦キャンプカウンセラー協会（MTCA），名古屋 YMCA 

NPO法人アズワン，NPO法人アサヒキャンプ名古屋，中京大学フレンズ，(一社)achikara  

    実施活動：磯遊び，フィッシング，フォトロゲイニング，ゲームオンパレード，森の冒険遊び 

         火起こし＆アウトドアクッキング，ネイチャークラフト，スタードーム 他 
          ※なお，予定していたシーカヤックは当日強風のため中止 
 

３．研修事業 

 １）キャンプアカデミー2016   ＊日本キャンプ協会 BUC事業 

  ①第１回  5月 14（土）  会場：熱田神宮内「あつたの杜」   定員 50人  参加者 34人 

「熱田の杜を『遊ぼう・学ぼう・楽しもう』～森には不思議がいっぱい～」  

◆歴史・文化・自然解説ツアーコース講師：鈴木 繁範氏（熱田神宮林苑課課長）参加者 19人 
     神宮の杜の植物たちの成長や言い伝えなど，杜を守る鈴木さんからお聞きしながら，細かな自然への配慮を感じるこ

とができた。また，普段入ることができない場所にある大楠を間近に見て，エネルギー体感することができた。 

【コース】  

大楠①～こころの小径～清水社～大楠②～大楠③～ならずの梅～清雪門方面～太郎庵椿～徹社～二十五丁橋 

 

◆熱田の杜で遊ぼうコース 講師：小粥 康正氏（愛知県キャンプ協会理事） 参加者 15人 
     笹の葉を使って草笛体験に始まり，その後，神宮の中を散策しながら自然を感じる遊び（「葉っぱジャンケン」「目隠し

トレイン」など）を行った。「目隠しをして寝転がって感じた自然がいつもと違った。」「経験あるゲームでも今までと少

し違った観点・やり方を知ることができた。」などの感想があった。 

 

②第２回：平成 29年 3月 18日（土）   会場：名古屋市大高緑地公園   定員 20人 

    テーマ：「ゲーム研修＆野外料理」 

    講 師：愛知県キャンプ協会理事（キャンプディレクター1級） 

    申込者：10人 

       ※別紙資料のとおり参加申込者が最少催行人数に達しなかったため事業中止 
 

 ２）団体会員連携事業（団体会員に所属するメンバー相互の交流とキャンプ指導者との研修を目的として実施） 

       ※別紙資料のとおり，団体会員との日程調整が整わず事業を実施できなかった。 
 

４．指導者養成事業 

 １）キャンプインストラクター養成講習会 

①豊田市総合野外センターの事業を後援及び講師派遣 

期  日：平成 29年 2月 24日（金）～2月 26日（日） 

会  場：豊田市総合野外センター（豊田市）              

主任講師：内田理事 

参 加 者：14人（定員 25人） 

  ②愛知県キャンプ協会主催事業 

期   日：平成 29年 3月 3日（金）～3月 5日（日）  

会   場：愛知県美浜少年自然の家（美浜町）              

講   師：藤井理事長，武藤副理事長，阿部参与，大山理事，外山理事，虎澤理事，野畑理事，石原理事 

参 加 者：15人（定員 20人） 
※なお，両事業によるキャンプインストラクター資格申請者は 23人 

 



 
 ２）キャンプディレクターの養成 

   平成 28年度にキャンプディレクターテキストが改定され，平成 29年度から新しいテキストによるディ

レクター養成講習会が実施される。他の都道府県の実施状況や，愛知県キャンプ協会団体会員のキャンプ

ディレクター資格取得の意向などを確認するとともに，中部北陸ブロック県協会と協議を重ね，平成 29

年度に愛知県キャンプ協会主催でキャンプディレクター2級養成講習会を実施する予定である。 

   ※なお，平成 28年度に愛知県キャンプ協会会員でキャンプディレクター2級資格の取得者は 1人 

 

５．調査研究事業 

１）以下の 3点を柱とした中期計画（2020年までの 5年間）により運営していく。 

１．現在の会員数に見合った協会運営を図る 

２．団体会員と密に連携した事業を計画していく 

３．会員への情報発信を強化する 

 

さらに，長期計画（2025年度までの 10年間）について，役員の意見をもとにディスカッションを行い，

その結果を平成 29年度事業計画に反映させるとともに，内容を公表する。 
 

２）愛知県内におけるキャンプに関わる情報（キャンプ場，活動団体など）についての情報を集めている

途中である。平成 29年度中のホームページに掲載向けて進めている。 
 

６．情報発信事業 

 １）正会員登録の推進  平成 29年 3月 31日現在 82人  昨年度同時期 81人 

 ２）Facebookで事業の広報及びホームページのリニューアル 

   ・キャンプアカデミー2016（第 1 回），ユニバーサルキャンプフェスタ 2016 から愛知県キャンプ協会

Facebookによる事業の紹介や活動内容の報告を行った。 

   ・ホームページの内容や見やすいページとなるよう更新を行った。 

 ３）広報誌 46号，47号を発行した。８月，２月に日本キャンプ協会会報『CAMPING』に同封 

 ４）愛知県キャンプ協会の活動の広報（新聞社・テレビ局等へ事業案内，事業報告の送付） 

ユニバーサルキャンプフェスタ 2016について中日新聞（9/27日付朝刊愛知県版）で事業案内が掲載さ

れた。 

 ５）日本キャンプ協会と連携した広報活動 

    ・日本キャンプ協会ＨＰに主催事業の掲載した。 
 

７．事務局 

１）他団体との連携                  

   ①中部・北陸ブロック（石川・富山・長野・静岡・岐阜・三重・愛知）との連携 

    ・中部・北陸ブロックミーティング（10/1－10/2）  

      会 場：長野県阿智村（長野県キャンプ協会主管） ※平成 28-29年度幹事県：長野県 

    ・中部・北陸ブロックで開催される BUC事業の事業一覧を会員に送付（６月） 

 ②日本キャンプ協会主催事業との連携 

・日本キャンプ協会 50周年記念事業アジア・オセアニアキャンプ大会（10/28－11/1） 

 10/29(土)午後の「集いの時間」で中部・北陸ブロックブースの運営協力 

  「つくって遊ぼ！ 中部・北陸」  

・日本キャンプ協会 総会（２回），指導者研修会（２回） 

③愛知県キャンプ協会団体会員等との連携                  

(1)主催事業の企画・運営を通じた団体会員との連携 

・ユニバーサルキャンプフェスタ 2016への運営協力依頼 

(2)団体会員の主催事業などへの講師派遣 

・豊田市総合野外センター事業「キャンプインストラクター養成講習会」（2/24～2/26）へ講師派遣 

 (3)団体会員の主催事業への後援（合計 4件） 

（4）その他 

・中日本高速道路(株)担当者から，企画事業に合ったキャンプ場に問い合わせ。 

・東海アドエージェンシー担当者から，豊田市のイベントへの協力依頼。 

     ・団体会員数 平成 29年 3月 31日現在 10団体 
 

２）理事会の開催 ※8回開催 
4/22，6/9，7/7，9/8，11/10，12/8，2/16，3/23    会場：名古屋 YMCA 


